
2008北海道洞爺湖サミットに

おける症候群サーベイランス

大日康史
 

１）

 

、山口亮
 

2）

 

、杉浦弘明
 

3）

 

、菅原民枝
 

１）

 

、
吉田眞紀子

 
１）

 

、島田智恵
 

１）

 

、堀成美
 

１）

 

、杉下由行
 

１）

 

、
安井良則

 
１）

 

、砂川富正
 

１）

 

、松井珠乃
 

１）

 

、谷口清州
 

１）

 

、
多田有希

 
１）

 

、多屋馨子
 

１）

 

、今村知明
 

3）

 

、岡部信彦
 

１）



目的

• 2008年7月北海道洞爺湖サミットで、バイオテロ、
 他の健康危機事案の対策として、早期探知を目的

 として症候群サーベイランスを実施した。

• サーベイランス：①医療機関疑似症定点、②救急
 車搬送サーベイランス、③薬局サーベイランス、
 ④OTCサーベイランス、⑤個人健康監視。

疑似症定点 救急車搬送 薬局 OTC 個人の健康監視



●サーベイランス実施期間：サミット開催2週間前6月23日から閉会2週間後の7月23日まで。

●保健所が調査を行うかどうかの判断：北海道庁、道立衛生研究所、国立感染症研究所、厚生

 
省との電子メール連絡、週末も含めて毎日10時までに実施。

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
This is map for Hokkaido, the most northern are in Japan

Green star indicates the summit meeting was held

And red circle is the area which the syndromic surveillance was operated



http://www.mapion.co.jp/map/imap/admi/admi01.map


方法
サーベイ

 
ランス

データソース 入力 解析

（強化）疑

 
似症定点

医師報告／

 
医療機関

報告 手動 感染症法第14条に基づく
室蘭保健所管内：従来12医療機関＋72医療機関
羊蹄医師会管内：従来3医療機関＋14医療機関

救急車 出動記録／

 
消防本部

自動
手入力

自動 西胆振・派遣隊：自動，羊蹄山ろく消防本部、札幌市消防局、

 
室蘭市、登別市、苫小牧市、千歳市、小樽市消防本部：手入力
1時間毎に情報還元

薬局 処方箋デー

 
タ／薬局

自動
手入力

自動 札幌市17、小樽市4、室蘭市3、千歳市4：自動，洞爺湖町7（全

 
数）、伊達市4、室蘭市・登別市8、苫小牧市7、千歳市・恵庭市3、

 
札幌市28、小樽市10：手入力

総合感冒薬、解熱鎮痛剤、抗生物質、タミフル・リレンザ、アシ

 
クロビル製剤

ＯＴＣ 売上データ

 
／薬局

自動 手動 2社から購入
伊達市2、登別市・苫小牧市4、倶知安町・蘭越町・ニセコ町・真

 
狩村・留寿都村・喜茂別町・京極町1、札幌市57、小樽市4
翌日夕方にデータ提供

個人健康

 
監視

PC・携帯電

 
話調査／人

手入力 自動 登別市54、倶知安町・蘭越町・ニセコ村・真狩村・留寿都村・喜

 
茂別町・京極町131



救急車搬送サーベイランス

解析結果画面手入力画面



日報作成（北海道・感染研）
厚生労働省指導課・結核感染症課、厚生科学課にメール配信

（強化）
疑似症

救急車
搬送

薬局 OTC

終了 問い合わせ、調査等（北海道）

翌日の日報

（北海道・感染研が判断）

国の対策本部・官邸

概要のみを
関係者に
メール配信

対 応 す べ き

事 案 な し

対 応 す べ き

事 案 あ り

更 な る 対 応

必 要 な し

更 な る 対 応

必 要 あ り

（ 北 海 道 ・ 感 染 研 が

厚 生 労 働 省 結 核 感 染 症 課 、

厚 生 科 学 課 と 連 携 し て 判 断 ）

個人

データ解析



日報のサンプル

日報送付先
厚生労働省指導課・結核感染症課・厚生科学課
北海道健康増進課
室蘭保健所
倶知安保健所

道立衛生研究所



結果
サーベイランス 異常探

 
知

地域別 症状別

（強化）疑似症

 
定点

1回報告

救急車 40回 低23回、

 
中10回、

 
高7回

室蘭21回、千歳16回、西胆

 
振3回

発熱20回、痙攣11回、呼吸苦4 
回、下痢3回、嘔吐嘔気2回

薬局 8回 札幌市5回、千歳市3回 総合感冒薬3回、解熱鎮痛剤2 
回、アシクロビル製剤2回、抗

 
生物質1回

ＯＴＣ 1回 低1回 登別市・苫小牧市1回 解熱鎮痛剤1回

個人健康監視
＊ベースライン取

 
得のために最初の

 
1週間は稼働せず

6回 洞爺湖町・伊達市・壮瞥町

 
で1回、倶知安町・蘭越町・

 
ニセコ村・真狩村・留寿都

 
村・喜茂別町・京極町で3回、

 
室蘭市2回

下痢2回、嘔吐、発熱、咳、その

 
他が各1回
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結果

• 日報配信：おおむね10時半までに毎日
 行われた。

• 管轄保健所調査：7月2日、3日、4日、7 
日、8日、10日、17日の計7回実施
– すべて救急車搬送のサーベイランス
– 情報収集の対象は消防本部、それ以上の情

 報収集、対応が必要であると判断される事
 例はなかった

• 幸いにしてサミット期間中健康危機事
 案は認められなかった。

– 救急車搬送はヘルパンギーナの小流行を迅
 速に探知した。
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考察

• 症候群サーベイランスは、実施可能で有用
 である事が示された。

– 特に、救急車搬送は感度が高かった。
– 警備、(ホテル)従業員でのサーベイランス構築

• 症候群サーベイランスは、入力・解析・情
 報還元まで完全自動化が最も望ましい。

– サミットにおいては一部手入力あるいは手動に
 よる解析を行わざるを得なかった。

– 手入力・あるいは手動の解析の信頼性は低い
– システムダウンに対するバックアップ
– 常時稼働で完全自動システムの構築が症候群サ

 ーベイランスの次の目標である。
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